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　本稿では、近年、食糧大国として注目さ
れるブラジルで、人々が主にどのような食べ物をどのように食し、それらをどのように調達しているのかを紹介する。そしてこれらを踏まえ、二〇〇八年に顕著化した世界的な食糧不足の影響を最後にまとめる。 ●何を食べてい か
　ブラジルでは朝はほぼパン食であり パ
スタの需要も近年増加傾向にあるが、同国の主食といえばコメとフェイジョンだといえよう。これら二つの食品は、日本食で例えると「ご飯 味噌汁」のような存在であり、ほとんどの人が一日に一回は口にする食べ物である。なお、フェイジョンとはンゲン豆のこ で、茶色 ものが 般的だが種類によって色は異 り ほぼ白や黒い色をしたものもある。そして、コメとフェイジョンにマンジオカと肉が加えられ、さらにサラダ類が添えられ 、ブラジルの一般的な食卓の準備が整うこ になる。なお、マンジオカとは日本語でキャッサバと呼ばれるイモである。
●どのように食べているのか
　次に、これらの食品の食べ方を紹介する。
コメは炊飯器で炊く日本と異なり、ブラジルでは塩や油を加え鍋で調理するのが一般的である。フェイジョンは、ニンニクやタマネギなどと一緒に圧力鍋で煮込み、コメにかけて食べ ため、日本人に 一見「お汁粉をかけたご飯」のように見 なくもない（写真） 。しかし、砂糖は入れないため甘くはなく、安価ながら栄養価の高い一品である。なお、フェイジョンの種類や味付けなどは地方や家庭により異なり、こ 点も日本の味噌汁に似ている。また黒いイジョンはフェイジョアーダと呼ばれるブラジルの代表的な料理 使われ 同料理は黒いフェイジョンを干し肉や肋肉、腸詰などのほか豚 足や耳、尻尾といった部位と一緒に煮込む料理で、植民 時代の奴隷の食生活を起源とする説が一般的である。
　マンジオカは、乾燥させ粉にしたものを
フェイジョンの上にかけ、コメと 緒に混ぜて食べるのが 般的で、小さく刻んだ肉や野菜などを混ぜることもある。また、そ
のまま茹でたり揚げたりしておかずや主食として食したり、他の食材と一緒に煮込む料理に使ったりもする。さらに、マンジオカの澱粉はタピオカと呼ばれ、最近、日本でも市販されているチーズ・パンをはじめ様々な料理に使われるほか、ブラジルで人気のあるコロッケの生地にマンジオカを使う地方もあるなど、そ 用途は多様である。
　肉に関しては様々な食べ方があるが、ブ
ラジル版バーベキューであるシュラスコが有名である。日本でも見かけるようになったシュ スコ・レストランでは 店内を歩き回るウェイターが持つ串刺し 肉の塊から、客が食べたい種類や部分を食べたいだけ皿に盛って食べるという、 まさに肉を 「主食」としたスタイルとなっている。
　しかしブラジルは、日本の約二三倍もの
広大な国土に多様な民族が暮らす国である。南部には肉類を多く食べるドイツ どのヨーロッパ系、人種と民族の坩堝 南東部にはパスタを持ち込んだイタリア系や、ブラジルにおける野菜の普及に貢献した日系などのアジア系、北東部にはアフリカ系が多く居住している。したがって、本稿で
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図１　ブラジルのコメ（籾）、フェイジョン、マンジオカの生産量と消費量
（出所）図1，2ともにFAOSTAT（http://
faostat.fao.org/2008年11月
19日閲覧）のデータをもとに
筆者作成。
（注）生産量と消費量の数値（年間）は
左軸、1人当たりの消費量（年間）
の数値は右軸で、1人当たり消費
量はFAOによる概算（図2も同
じ）。マンジオカの消費量は澱粉
質根菜と乾燥根菜・塊茎を含む。
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紹介したような共通点はあるものの、地方やエスニック・グループによって異なる食の習慣や文化が存在するのである。●ど ように調達しているのか
　ブラジルの主な食品の調達状況を見るた
め、 ＦＡＯ （国際連合食糧農業機関） のデータをもとに近年の同国におけるコメ、フェイジョン マンジオカ（図１） 、および食肉（図２）の生産量、消費量、一人当たり消費量をまと た（生産量は二〇〇七年のデータがイン ーネットで入手可能だが、消費量は二〇〇三年が最新のため、同年から過去五年間の推移） 。
　図中のコメは「籾付き」であるためデー
タには主食以外のコメも含まれるが、ブラジルのコメの調達状況に関するイメージは概ね把握可能であろう。これによると産量が消費量を上回っており、ブラジルで消費されるコメはほぼ国内自給が可能なことがわかる。なおブラジルは、コメ 総消費量は日本を若干下回るが、生産量で二〇〇三年以降常に日本を上回っている。
　フェイジョンについては、コメや用途が
多様なマンジオカほどでは いが、煮込んだ上でコメにかける食スタイルに見合った消費量が存在し、コメ同様この消費量 充足し得る国内生産量があ ことがわかる。
　消費形態が多様なマンジオカに関しては、
データと実際量との乖離をでき だけ回避すべく、 図中の消費量を「マンジオカ」 、 「澱
粉質根菜」 、 「乾燥根菜・塊茎」の合計とした。そのため、この消費量にはマンジオカ以外の根菜や塊茎も多少含まれると考えられるが、ブラジルにおけるマンジオカのおおよその調達状況は把握できるといえよう。そして同図から、 用途の多様さからコメやフェイジョンよりも消費量が大幅に多いが、自給が可能なことがわかる。
　また食肉に関しては、消費量と生産量が
最も多 牛肉に鶏肉と豚肉 その他の食肉を合算し、日本との比較を行った。一人当たり消費量では、ブラジルが日本 ほぼ倍となっている。また、需給に関しては 消費量が生産量を大きく上回っている が需要充足を輸入に頼っているのに対し、ブラジルは国内自給が可能なことに加え、近年拡大しつつある生産量と消費量の差は輸出の増加を意味することから、同国の増大しつつある「世界の食糧庫」としての重要性を読み取ることができ 。なお、牛肉および鶏肉の消費量はブラジルが日本より非常に多い一方、豚肉では両国の総消費 はほぼ同量であり、一人当たり消費量では日本がブラジルを上回っている。●世界的な食糧不足 影響
　近年、中国などの新興諸国における食糧
需要の急増、米国のトウモロコシを原料とするバイオ・エネルギー戦略の推進 投機マネーの世界穀物市場へ 流入などが要因となり、世界的に食料品価格が上昇する傾
向が続いていた。しかし、農産品輸出やバイオ
･
エネルギーの促進に力を入れている
ブラジルは、このような状況の恩恵に与る部分が大きかったといえる。
　ところが二〇〇七年末以降、食料品価格
がさらに高騰したため一部の途上国では食糧不足に陥り、貧困層だけでなく多くの人々が困窮に直面する結果となった。またアルゼンチンなどでは、国内消費の確保を目的とした輸出農産品関税の引き上げが政府と農業関係者の対立を深刻化させるなど、社会的混乱を招く事態となった。
　そしてブラジルでも、世界的な食糧不足
の影響から二〇〇八年前半は食料 価格が上昇し続け、六月には二 ・一一％（月間）に達するなど特に低所得者層にとって打撃となった。また、インフレ懸念の高まり対処すべく政策金利が引き上げられ ため、企業もダメージを被ることとなった。
　しかし今回ブラジルでは、一部の途上国
で見られた深刻 食糧不足、およびそれに起因する国民生活の悪化や社会的混乱は顕在化しなかった。その主な要因としては、本稿で紹介したような主要食糧の自給に加え輸出増進を実現し得ている農業部門 、管理運営能力に長け 政府の存在が挙げられよう。食糧の不足や価格上昇に対する耐性力の高さは、現在のブラジルの強み 一つといえるであろう。
（こんた 　りょうへい／アジア経済研究所地域研究センター）
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図２　ブラジルと日本の食肉の生産量と消費量
（注）生産量は、牛肉、
鶏肉、鴨肉、ヤギ肉、
馬肉、豚肉、ウサ
ギ肉、羊肉、七面
鳥肉の合計。消費
量は牛肉、家禽肉、
豚肉、ヤギ･羊肉、
その他の肉の合計。
コメ、フェイジョ
ン豆、肉、サラダ
が盛られたブラ
ジル食の定番メ
ニュ （ー筆者撮影）
